
内
閣
衆
質
一
六
四
第
三
三
号

平
成
十
八
年
二
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
末
松
義
規
君
提
出
戦
後
に
伴
う
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
十
日
受
領

答

弁

第

三

三

号



衆
議
院
議
員
末
松
義
規
君
提
出
戦
後
に
伴
う
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
遺
族
」
と
は
、
一
般
に
、
死
亡
し
た
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
そ
の
他
の
親
族
等
を
意
味
す
る
と
承
知
し
て
お
り
、
御

指
摘
の
文
脈
で
そ
の
言
葉
を
用
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
一
般
的
に
は
同
様
の
者
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
遺
族
の

範
囲
に
つ
い
て
は
、
そ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
文
脈
や
法
律
に
よ
っ
て
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
に
基
づ
く
扶
助
料
を
支
給
す
る
遺
族
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
十

三
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
は
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
又
は
遺
族
給
与
金
を
支
給
す
る
遺
族
の
範
囲
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
に
対
す
る
国
有
財
産
の
無
償
貸
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
一
条
に
基
づ
き
国
と
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
（
以
下
「
遺
族
会
」
と
い
う
。
）
が
締
結
し
た
無
償
貸
付
契
約

に
お
い
て
、
無
償
貸
付
け
の
期
限
は
平
成
二
十
二
年
六
月
五
日
と
な
っ
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
条
に
基
づ
き
、
元
の
軍
人
軍
属
で
公
務
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
無
料
又
は

低
額
な
料
金
で
利
用
さ
せ
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
が
、
法
制
定
時
の
昭
和
二
十
八
年
八
月
七
日
、
参
議
院
厚
生
委
員
会
に
お

い
て
当
時
の
厚
生
省
社
会
局
長
が
「
遺
族
の
利
用
だ
け
で
は
な
く
て
、
一
般
の
人
に
も
貸
付
け
て
、
そ
れ
か
ら
も
収
入
を
得

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
実
は
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
お
り
、
施
設
設
置
の
目
的
に
反
し
な
い

範
囲
で
当
該
遺
族
以
外
の
者
に
も
利
用
さ
せ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
施
設
の
従
業
員
に
占
め
る
法
に
規
定
す
る
遺
族
の
数
及
び
当
該
施
設
の
利
用
者
に
占
め
る
法
に
規
定
す
る
遺
族

の
割
合
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
具
体
的
な
遺
族
の
範
囲
は
そ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
文
脈
や
法
律
に
よ
っ
て
異
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
に
規
定
す
る
遺
族
の
範
囲
に
つ
い
て
法
に
特
に
規
定
は
な
く
、
元
の
軍
人
軍
属
で
公
務
に
よ
り
死
亡
し

た
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
そ
の
他
の
親
族
等
を
い
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
施
設
は
、
元
の
軍
人
軍
属
で
公
務
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
の
福
祉
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
二
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
遺
族
以
外
の
者
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ

二



る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
遺
族
会
に
対
し
て
、
遺
骨
収
集
及
び
慰
霊
巡
拝
等
事
業
並
び
に
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
に
関
す
る
遺
骨
収
集
等
派
遣
費
補
助
金
を
、
約
二
億
千
二
百
万
円
支
出
し
て
い
る
。
遺
族
会
は
全
国
の

戦
没
者
遺
族
の
代
表
的
団
体
で
あ
り
、
遺
骨
収
集
事
業
等
に
知
識
、
経
験
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
国
が
実
施
す
る
遺
骨
収
集

事
業
等
に
日
本
遺
族
会
が
参
加
す
る
に
当
た
り
、
参
加
者
の
旅
費
等
に
関
す
る
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
同
様
の
目
的
を
有
す
る
施
設
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
昭
和
館
は
、
戦
没
者
遺
児

を
始
め
と
す
る
戦
没
者
遺
族
の
経
験
し
た
戦
中
・
戦
後
の
国
民
生
活
上
の
労
苦
に
係
る
歴
史
的
資
料
及
び
歴
史
的
情
報
を
収

集
し
、
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
世
代
に
そ
の
労
苦
を
知
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ
り
、
同
一

の
目
的
を
有
す
る
他
の
施
設
に
補
助
を
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

な
お
、
昭
和
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
昭
和
館
が
必
要
と
し
て
い
る
資
料
等
を
遺
族
会
の
会
員
で
あ
る
遺
族
か
ら
収
集
で

き
る
こ
と
な
ど
か
ら
全
国
の
戦
没
者
遺
族
の
代
表
的
団
体
で
あ
る
遺
族
会
に
運
営
を
委
託
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三



三
の
�
に
つ
い
て

恩
給
法
に
基
づ
く
恩
給
（
以
下
「
恩
給
」
と
い
う
。
）
の
支
給
対
象
と
な
る
者
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
同
法
第
十
九

条
に
規
定
す
る
公
務
員
及
び
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
附
則
第
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
旧
軍
人
等
で
あ
る
。
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基
づ
く
年
金
等
の
支
給
対
象
と
な
る
者
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
軍
人
軍
属
等
で
あ
る
。
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法

（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
十
一
号
）
に
基
づ
く
特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
者
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
同
法
第

二
条
に
規
定
す
る
戦
没
者
等
の
妻
等
で
あ
る
。
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百

号
）
に
基
づ
く
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
と
な
る
者
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戦
没
者

等
の
遺
族
等
で
あ
る
。
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
九
号
）
に
基
づ
く
特

別
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
者
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
等
の
妻
等
で
あ

る
。
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
に
基
づ
く
特
別
給
付
金
の
支

給
対
象
と
な
る
者
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戦
没
者
の
父
母
等
で
あ
る
。
戦
傷
病
者
特

別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
に
基
づ
く
療
養
給
付
等
（
以
下
「
療
養
給
付
等
」
と
い
う
。
）
の
支
給

四



対
象
と
な
る
者
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

恩
給
の
受
給
者
一
人
当
た
り
の
平
成
十
七
年
三
月
末
に
お
け
る
一
年
当
た
り
の
平
均
受
給
額
は
約
八
十
四
万
二
千
円
、
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基
づ
く
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金
の
受
給
者
一
人
当
た
り
の
同
月
末
に
お

け
る
一
年
当
た
り
の
平
均
受
給
額
は
約
百
八
十
一
万
四
千
円
、
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
に
基
づ
く
特

別
給
付
金
の
受
給
者
一
人
当
た
り
の
同
月
末
に
お
け
る
一
年
当
た
り
の
平
均
受
給
額
は
約
十
九
万
八
千
円
、
戦
傷
病
者
等
の

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
に
基
づ
く
特
別
給
付
金
の
受
給
者
一
人
当
た
り
の
同
月
末
に
お
け
る
一
年
当
た
り
の
平
均

受
給
額
は
約
五
万
二
千
円
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
に
基
づ
く
特
別
給
付
金
の
受
給
者
一
人
当
た

り
の
同
月
末
に
お
け
る
一
年
当
た
り
の
平
均
受
給
額
は
二
十
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基

づ
く
弔
慰
金
及
び
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
に
基
づ
く
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
受
給

者
一
人
当
た
り
の
一
年
当
た
り
の
受
給
額
は
そ
れ
ぞ
れ
約
七
千
円
、
四
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
基
づ
く
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
一
人
当
た
り
の
平

成
十
七
年
三
月
末
に
お
け
る
平
均
年
金
額
は
、
約
六
十
六
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

五



お
尋
ね
の
給
付
額
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
例
に
お
け
る
平
成

十
七
年
三
月
末
に
お
け
る
一
年
当
た
り
の
受
給
額
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

御
指
摘
の
（
ア
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
一
定
の
仮
定
の
下
に
試
算
し
た
結
果
は
、
約
三
百
万
千
円
と

な
る
。

御
指
摘
の
（
イ
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
一
定
の
仮
定
の
下
に
試
算
し
た
結
果
は
、
約
百
十
三
万
三
千

円
と
な
る
。

御
指
摘
の
（
ウ
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
当
該
男
性
が
戦
争
公
務
等
に
よ
り
障
害
の
状
態
と

な
っ
た
場
合
に
は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基
づ
く
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
の
当
該
障
害
年
金

の
受
給
者
一
人
当
た
り
の
平
均
受
給
額
は
、
約
二
百
二
十
一
万
九
千
円
で
あ
る
。

御
指
摘
の
（
エ
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法

律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
老
齢
年
金
の
受
給
権
者
一
人
当

た
り
の
平
均
年
金
額
は
、
九
十
歳
以
上
の
男
子
で
は
、
約
四
十
四
万
円
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

六



恩
給
は
、
軍
人
等
が
相
当
年
限
忠
実
に
勤
務
し
て
退
職
し
た
場
合
、
公
務
に
よ
る
傷
病
の
た
め
退
職
し
た
場
合
、
又
は
公

務
の
た
め
に
死
亡
し
た
場
合
に
給
さ
れ
、
ま
た
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
基
づ
く
年
金
等
、
戦
没
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
に
基
づ
く
特
別
給
付
金
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
に
基
づ
く
特
別
弔

慰
金
、
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
に
基
づ
く
特
別
給
付
金
及
び
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給

付
金
支
給
法
に
基
づ
く
特
別
給
付
金
（
以
下
「
援
護
年
金
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
療
養
給
付
等
は
、
軍
属
等
が
戦
争
公
務

等
に
よ
り
障
害
の
状
態
等
と
な
り
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
等
に
対
し
支
給
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
支
給
条
件
に
保
険
料
等
の
納
付
に
係
る
も
の
は
な
い
。

恩
給
、
援
護
年
金
等
及
び
療
養
給
付
等
は
、
国
と
雇
用
関
係
又
は
雇
用
類
似
の
関
係
に
あ
っ
た
者
が
戦
争
公
務
等
に
よ
り

障
害
の
状
態
等
と
な
り
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
、
国
が
使
用
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
支
給
す
る
も
の
等
で
あ
る
。
一
方
、

国
民
年
金
制
度
等
の
公
的
年
金
制
度
は
、
国
民
全
体
が
連
帯
し
、
保
険
料
を
拠
出
し
合
い
、
そ
の
納
付
実
績
に
応
じ
て
年
金

額
を
給
付
す
る
社
会
保
険
方
式
に
よ
る
年
金
制
度
で
あ
り
、
両
制
度
は
、
制
度
の
趣
旨
や
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ら
の
額
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

旧
軍
人
恩
給
に
つ
い
て
は
、
恩
給
法
の
特
例
に
関
す
る
件
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
五
号
）
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に
よ
り
設
置
さ
れ
た
恩
給
法
特
例
審
議
会
の
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
の
建
議
に
お
い
て
、
「
国
家
公
務
員
中
、
特
に
軍
人
に

あ
っ
て
は
、
厳
格
な
服
務
紀
律
に
し
ば
ら
れ
、
転
職
の
自
由
な
く
、
し
か
も
、
在
職
中
の
給
与
は
、
単
に
在
職
中
の
生
活
を

維
持
す
る
程
度
の
も
の
に
と
ど
ま
り
、
永
年
公
務
に
従
事
し
て
老
朽
と
な
り
、
ま
た
、
公
務
に
起
因
し
て
傷
病
に
か
か
り
、

あ
る
い
は
死
亡
し
、
か
く
て
、
経
済
的
獲
得
能
力
を
失
っ
て
も
、
在
職
中
の
給
与
は
、
こ
れ
を
十
分
補
う
も
の
と
は
い
い
得

な
い
。
よ
っ
て
、
国
家
は
使
用
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
か
か
る
能
力
の
喪
失
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
十
分
補
う
べ
き
で
あ

り
、
恩
給
制
度
の
本
旨
は
、
実
に
、
こ
こ
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
と
さ
れ
、
「
す
み
や
か
に
相
当
の
恩
給
を
給
す
べ

き
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
か
つ
て
同
じ
く
恩
給
を
給
さ
れ
て
い
た
公

務
員
と
、
恩
給
の
取
扱
い
の
点
に
お
い
て
、
差
別
し
な
い
こ
と
を
目
途
と
し
つ
つ
、
国
家
財
政
の
現
状
を
考
慮
し
、
予
算
の

許
す
範
囲
内
に
お
い
て
、
恩
給
を
給
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
当
性
を
有
さ
な
い
と
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

旧
軍
人
恩
給
は
、
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
三
条
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
退
職
時
の
階
級
に
応
じ
た
俸

給
年
額
を
基
に
計
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
援
護
年
金
等
及
び
療
養
給
付
等
に
つ
い
て
は
、
軍
人
の
階
級
等
に
基
づ

き
支
給
額
を
計
算
す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
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三
の
�
に
つ
い
て

恩
給
、
援
護
年
金
等
及
び
療
養
給
付
等
は
、
三
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
軍
人
、
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
等
を
対

象
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
者
に
は
支
給
さ
れ
な
い
。
お
尋
ね
の
「
こ
れ
ら
の
給
付
の
対
象
者
及
び
原

子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
者
以
外
の
戦
傷
病
者
及
び
戦
没
者
並
び
に
そ
の
遺
族
」
及
び
「
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
被
っ
た
被
害
、
損
害
等
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

過
去
に
お
い
て
、
受
給
者
数
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
恩
給
費
が
増
加
し
た
背
景
と
し
て
は
、
当
時
恩
給
年
額

の
改
定
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
公
務
員
給
与
改
定
率
等
が
高
か
っ
た
こ
と
、
最
低
保
障
額
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
寡

婦
加
算
制
度
の
導
入
等
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
若
年
停
止
と
な
っ
て
い
た
年
齢
層
の
者
が
停
止
が
な
く
な
る
年
齢

に
到
達
し
た
こ
と
等
が
あ
る
。
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